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通

説



初期のアメリカ人教師たち左か bカッター・ホイーラー・ペン
ハロー夫人・ベンハロー・ホイーラ一夫人・フツレツクス・ピーポ、ディ

札幌農学校校舎(1889年ごろ)手前から観象台・北講堂・ i寅武場・寄宿舎



卒業記念 (1891年)前列は左から吉井・南・広井・佐藤・

橋口校長・宮古日・新渡戸・杉・大島の教授陣

モデノレ・ノfーン(中央)



東北帝国大学農科大学正門

農学講堂裏の葡萄固と園芸専攻の学生たち

右から 3人白星野勇三教授

農科大学校庭(1917年)



医学部創設当時の基礎医学講堂

工学部関学式の学内公開に参集した札幌市民たち(1926年)

理学部本館



五十周年記念式典に際してのクラーク博士胸像除幕式(1926年)

大本営となった農学部本館(1936年)

専門部学徒の出陣(1945年)



初期の人文系学部教官たち(1950年)

たち(1950年)



大学紛争理学部本館前(1969年)

クラーク像とクラーク会館



現在の札幌キャンパス(1982年)

創基百周年記念式典(1976年)



序

明
治
時
代
の
饗
明
期
早
々
に
札
幌
学
校
が
開
校
さ
れ
、

一
八
七
六
年
〈
明
治
九
)
八
月
に
誕
生
し
た
札
幌
農
学
校
を
源
流
と
す
る
私
共

の
北
海
道
大
学
は
、

一
九
七
六
年
(
昭
和
五
一
〉
九
月
、

華
や
か
に
創
基
百
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
企
画
さ
れ
た
記
念
行

事
は
、
記
念
式
典
の
実
施
、
記
念
館
の
建
設
、
記
念
出
版
物
の
刊
行
と
い
う
三
事
業
の
実
施
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
既
に
五
年
有
半

の
歳
月
が
流
れ
た
今
日
、
大
学
の
宿
命
と
し
て
人
去
っ
て
ま
た
人
来
り
、
記
念
式
典
を
中
心
と
し
た
講
演
会
な
ど
の
こ
と
は
記
憶
の
中
で

も
遠
く
な
り
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
同
窓
生
お
よ
び
教
職
員
各
位
を
軸
と
し
た
学
内
外
の
浄
財
の
大
半
が
投
入
さ
れ
て
完
成
し
た
百
年
記

念
会
館
は
、
構
内
で
も
特
異
な
施
設
と
し
て
静
か
に
そ
の
機
能
を
果
し
て
い
ま
す
。
周
辺
の
記
念
植
樹
の
成
長
と
共
に
百
歳
の
記
念
す
ベ

き
節
目
を
伝
承
す
る
よ
す
が
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
記
念
出
版
事
業
と
し
て
は
、
既
に
写
真
集
北
大
百
年
お
よ
び
北
大
百
年
史
の
う
ち

部
局
史
編
一
冊
、
史
料
編
二
冊
の
発
行
を
了
え
て
お
り
、
こ
の
た
び
漸
く
計
画
最
後
の
通
説
約
一
、

五
0
0ペ
ー
ジ
の
刊
行
が
実
現
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
永
年
に
亘
っ
て
編
集
の
任
に
当
ら
れ
た
関
係
者
に
対
し
深
甚
な
る
敬
意
と
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

北
大
百
年
史
全
四
冊
と
し
て
の
体
系
を
見
る
と
き
、
通
説
|
部
局
史
i
史
料
の
順
序
が
将
来
に
亘
っ
て
肯
定
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
い
わ
ば
今
回
最
後
に
編
集
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
通
説
編
こ
そ
北
大
百
年
史
の
扉
と
も
い
う
べ
き
一
巻
で
あ
り
、
そ
れ
だ

げ
に
執
筆
・
編
集
に
当
ら
れ
た
各
位
の
周
到
に
し
て
綿
密
な
配
意
が
こ
め
ら
れ
た
力
作
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
ま
せ
ん
。

自
然
科
学
の
分
野
で
は
、
時
聞
を
変
数
と
し
て
含
む
現
象
の
総
称
と
し
て
非
定
常
と
い
う
表
現
を
冠
し
て
い
ま
す
。
空
間
座
標
で
表
現

で
き
る
現
象
に
時
間
の
要
素
が
付
加
さ
れ
る
よ
う
な
非
定
常
問
題
を
解
く
こ
と
は
一
般
に
複
雑
と
な
る
か
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。



歴
史
は
絶
え
間
な
く
刻
ま
れ
る
時
間
と
共
に
作
ら
れ
る
一
次
元
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
こ
れ
を
織
り
な
す
社
会
現
象
の

包
含
す
る
要
素
が
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
平
面
的
な
描
写
を
試
み
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
し
て
歴
史
を
描

写
す
る
大
事
な
要
素
で
あ
る
価
値
観
自
身
が
時
代
と
い
う
大
き
な
尺
度
で
非
定
常
性
を
含
ん
で
い
る
と
し
た
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。

こ
と
ば
を
か
え
て
見
る
と
、
有
為
な
歴
史
を
作
り
出
す
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
私
共
の
知
っ
て
い
る
時
代

を
週
る
こ
と
数
十
年
、
明
治
維
新
以
来
の
変
遷
極
ま
り
な
か
っ
た
時
代
を
舞
台
に
綴
ら
れ
た
組
織
的
有
機
体
と
し
て
の
北
海
道
大
学
の
百

年
の
歴
史
を
、
数
巻
に
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
に
費
さ
れ
た
労
力
の
大
き
さ
は
偲
ぶ
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

北
大
百
年
史
四
冊
は
、
文
学
部
史
学
科
の
永
井
秀
夫
教
授
を
室
長
と
し
た
百
年
史
編
集
室
の
六
年
の
歳
月
に
亘
る
労
力
の
結
晶
で
す
。

多
く
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
こ
の
編
集
室
に
所
属
し
た
延
べ
四
名
の
専
任
者
の
中
に
は
、
青
山
英
幸
、
山
田
博

司
の
両
君
が
含
ま
れ
て
お
り
、
史
学
専
攻
に
お
け
る
大
学
院
修
士
課
程
修
了
後
の
、
貴
重
な
時
期
を
捧
げ
ら
れ
た
熱
意
を
特
に
記
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
編
集
室
に
お
い
て
蒐
集
吟
味
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
は
、
分
類
整
理
の
上
で
散
逸
防
止
の
策
が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

札
幌
農
学
校
が
明
治
時
代
の
開
化
期
に
お
け
る
明
確
な
存
在
で
あ
っ
た
故
を
も
っ
て
、
百
年
史
編
集
の
一
時
期
永
井
教
授
を
代
表
者
と

す
る
「
日
本
近
代
史
に
お
け
る
札
幌
農
学
校
の
研
究
」
が
文
部
省
科
学
研
究
費
の
助
成
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
べ
き
事
項
で

す
。
札
幌
農
学
校
時
代
の
史
料
を
垣
間
見
る
と
き
、
明
治
時
代
を
境
と
す
る
西
洋
文
明
流
入
の
源
流
に
接
す
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
し
、

北
海
道
大
学
の
創
始
期
に
先
人
が
抱
い
て
い
た
壮
大
な
気
宇
に
触
れ
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

史
書
は
単
な
る
事
実
の
記
述
に
止
る
こ
と
な
く
、
編
者
の
裁
量
が
適
正
な
と
き
に
そ
の
価
値
を
発
揮
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

膨
大
な
資
料
の
周
辺
に
専
門
的
考
証
を
加
え
て
集
大
成
さ
れ
た
こ
の
北
大
百
年
史
シ
リ
ー
ズ
は
、
現
代
に
お
け
る
卒
業
生
、
教
職
員
各
位

の
中
に
そ
の
価
値
を
見
出
さ
れ
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
永
劫
に
亘
っ
て
継
承
さ
れ
る
べ
き
北
海
道
大



学
の
歴
史
の
中
に
お
い
て
も
必
ず
そ
の
意
義
を
更
に
高
め
、
創
基
百
周
年
を
機
と
し
て
総
予
算
の
約
四
分
の
一
を
投
じ
た
出
版
事
業
の
企

画
が
、
歴
史
的
評
価
の
中
に
光
彩
を
添
え
続
け
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
北
大
百
年
史
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
変
遷
に
富

む
発
展
的
史
実
の
累
積
は
今
後
も
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
共
の
歩
ん
で
い
る
一
目
、

一
日
が
既
に
二
世
紀
目
の
歴
史
を
創

作
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
意
を
致
し
、
光
輝
あ
る
遺
産
の
作
製
を
期
し
た
い
も
の
と
念
願
す
る
次
第
で
す
。

こ
こ
に
通
説
の
一
巻
刊
行
を
以
て
有
終
の
美
を
果
す
百
周
年
記
念
事
業
完
結
の
慶
び
を
各
位
と
頒
ち
、

且
つ
は
北
海
道
大
学
の
洋
々
た

る
新
し
い
歴
史
を
展
望
し
て
序
文
と
い
た
し
ま
す
。

一
九
八
二
年
三
月

北
海
道
大
学
長

有

江

幹

男



凡

初日

て
本
書
は
北
大
百
年
史
通
説
と
し
て
、
北
大
の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
の
設
立
以
前
の
事
情
か
ら
、
北
大
創
基
百
年
目
に
当
た
る
一
九
七
六
年
(
昭

和
五
一
)
ま
で
の
歴
史
を
記
述
し
た
。

一
、
記
述
を
「
通
史
」
と
「
北
大
百
年
の
諸
問
題
」
に
分
け
、
通
史
で
は
北
大
百
年
の
歴
史
を
概
観
し
、
諸
問
題
で
は
北
大
に
特
徴
的
な
こ
と
、
あ
る
い

は
北
海
道
と
北
大
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
個
別
の
テ
l
マ
を
掲
げ
記
述
し
た
。

ま
た
、
巻
末
に
史
料
、
統
計
、
年
表
を
掲
載
し
、
別
に
付
録
と
し
て
構
内
図
を
添
え
た
。

一
、
文
章
の
体
裁
等
は
、
左
記
の
諸
項
に
よ
っ
た
。

ω
本
文
は
当
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
固
有
名
詞
・
学
術
用
語
等
は
当
用
漢
字
以
外
も
使
用
し
た
。

ω
紀
年
は
西
洋
暦
に
よ
り
、
適
宜
日
本
の
年
号
を
(
)
に
入
れ
て
補
っ
た
。
学
年
暦
上
の
年
度
や
会
計
年
度
も
西
洋
暦
で
表
示
し
た
。
た
だ
し
一

八
七
二
年
〈
明
治
五
)
ま
で
の
日
付
は
旧
暦
に
よ
っ
た
。

本
文
中
の
氏
名
の
敬
称
は
省
略
し
た
。

固
有
名
詞
等
読
み
に
く
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、
ふ
り
が
な
を
付
し
た
。

引
用
文
等
は
、
「
」
で
囲
み
、
あ
る
い
は
や
や
小
さ
な
活
字
を
用
い
て
字
下
げ
を
行
い
、
本
文
と
区
別
し
た
。

引
用
文
中
の
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
、
か
な
づ
か
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

引
用
文
中
明
ら
か
な
誤
り
は
訂
正
し
、
疑
義
が
あ
る
個
所
に
は
〔
マ
マ
〕
と
傍
注
し
た
。

書
名
、
新
聞
名
、
雑
誌
名
等
は
『
』
(
欧
文
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
)
で
示
し
、
論
文
名
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
「
」
で
示
し
た
。

(8) (7) (6) (5) (4) (3) 



序

北
大
百
年
史
通
説

総
目
次

凡

北
海
道
大
学
長

通

例

史

有

江

幹

男

料

北
大
百
年
の
諸
問
題

史後統年付

977 

コμ
-r-
ロ

1229 

計

129 

表

録

構
内
平
面
図
(
四
枚
)

題
字

北
海
道
大
学
前
学
長

今

村

成

手口



序

北
大
百
年
史
通
説

細
目
次

北
海
道
大
学
長

有

江

幹

男

凡通
第
一
章

第
一
節

第
二
節

3 

第
二
章 ou 

史
開
拓
使
の
設
置
と
仮
学
校
(
一
八
六
九

1
一
八
七
六
)

開
拓
使
の
設
置

開
拓
使
の
設
置
と
開
拓
技
術
の
導
入

留
学
生
の
派
遣

開
拓
使
仮
学
校

仮
学
校
の
設
置

生
徒
募
集

仮
学
校
の
開
校
と
仏
学
課
の

設
置

組
織
・
教
職
員
・
生
徒

再
開

仮
学
校
の
改
正

校

地
質
測
量
生
徒

電
信
生
徒

仏
学
課
の
廃
止

ア
イ
ヌ
教
育

札
幌
学
校

女
学
校

生
徒
の
生
活
と
主

な
で
き
ご
と

札
幌
農
学
校
の
設
置
(
一
八
七
六

i
一
八
八
六
)

3 4 7 29 



4 

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
三
章

第
一
節

札
幌
農
学
校
の
創
設

30 

専
門
科
の
開
設
準
備

第
一
期
入
学
生

専
門
教
師
の
招
蒋

開
校
式

職
制
と
草
創
期
の
教
職
員

札
幌
農
学
校
諸
規
則

施
設
の
充
実

校
園
の
設
置

生
徒
募
集
と
初
期

予
科

の
生
徒
た
ち

札
幌
農
学
校
の
教
育
と
生
活

48 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成

授
業
と
試
験

農
業
実
習

丘ハ

学
教
育
の
開
始

卒
業
式

外
国
人
教

教
師
陣
の
交
替

師
の
活
動

農
学
校
と
キ
リ
ス
ト
教

生
徒

課
外
活
動

の
日
常
生
活

開
拓
使
廃
止
後
の
札
幌
農
学
校

69 

開
拓
使
の
廃
止
と
農
学
校
の
移
管

職
制
の
変
化
と
教
職
員

農
商
務
省
管
轄
下
の
農
学
校

札
幌
農
学
校
の
再
編
(
一
八
八
六

1
一
九

O
七
)

75 

組
織
の
再
編
成

76 

北
海
道
庁
の
設
置
と
金
子
の
農
学
校
批
判

農
園
の
縮
小

札
幌
農
学
校
ノ
組
織
改
正
ノ
意
見

札
幌
農
学
校
官
制

組

織
の
再
編

本
科

予
備
科
と
予
科

農
芸
伝
習
科



第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

う

兵
学
科
・
兵
学
科
別
課

北
海
道
庁
管
轄
下
の
札
幌
農
学
校

運
営
機
構
の
形
成

農
学
校
出
身
教
師
の
進
出

農
園
の
拡
充
と
経
営
方
針
の
転
換

同

官
制
の
変
化
と
教
職
員

窓
会
農
園

維
持
資
金
設
置
の
動
き

物
場

予
科
生
徒

本
科
生

文

財
政
難
と
文
部
省
へ
の
移
管

農
学
校
の
財
政
難

校
務

植
物
園
の
設
置
と
博

部
省
へ
の
移
管

維
持
資
金
の
形
成

特
別
会
計
法
の
適
用
に
向
か
っ
て

農
場
の
拡
大
と
小
作

制
の
導
入

農
学
校
の
財
政

正

中
学
補
習
科
設
置
問
題

札
幌
農
学
校
の
拡
張

予
科
の
廃
止

校
則
の
改

学
科
の
増
設

予
修
科

科
お
よ
び
農
芸
科

基
本
林
・
演
習
林

土
木
工
学
科
・
森
林
科
・
水
産
学

校
舎
の
移
転

創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典

教
職
員
の
増
加
と
事
務
機
構
の

整
備

教
師
と
学
生
た
ち
の
活
動

研
究
活
動

学
生
た
ち
に
よ
る
諸
団
体

寄
宿
舎

新
渡
戸
稲
造
と
遠
友
夜
学
校

学
生
た
ち
の
生
活

卒
業
生
の
就
職
状

93 110 126 142 



6 

況

留
学
生

付
表

札
幌
農
学
校
の
教
官
(
一
八
八
一
ニ

j
一
九

O
七
)

付
表

札
幌
農
学
校
の
雇
教
員
・
嘱
託
講
師
(
一
八
八
七

1

一
九

O
七
)

第
四
章

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
(
一
九

O
七

1
一
九
一
八
)

165 

第
一
節

大
学
設
置
運
動

166 

帝
国
大
学
増
設
の
動
き

北
海
道
大
学
設
置
運
動
の
開
始

運
動
の
再
燃

農
科
大
学
設
置
決
定
に
至
る
ま
で

大
学
設

置
論

第
二
節

農
科
大
学
の
組
織
と
機
構

'79 

農
科
大
学
の
設
置

農
科
大
学
の
概
要

農
科
大
学
の
職
員

総
長
・
学
長

評
議
会
・
教
授
会
・
協
議
会

事
務
組
織

諸
施
設

農
科
大
学
の
財
政

第
三
節

学
生
た
ち
の
生
活
と
活
動

'94 

学
生
・
生
徒
の
出
身
地

卒
業
生
の
就
職
状
況

学
生
た
ち

の
活
動
と
生
活

恵
迫
寮

札
幌
の
自
然
と
農
科
大
学
の

年



第
五
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

7 

第
六
章

北
海
道
帝
国
大
学
の
創
設
(
一
九
一
八

1
一
九
三

O
)

北
海
道
帝
国
大
学
の
設
置

設
立
に
い
た
る
経
緯

創
設
資
金

北
海
道
帝
国
大
学
の
設

置

医
学
部
の
設
置

高
等
教
育
機
関
の
拡
張

工
学
部

設
置
の
背
景

工
学
部
の
設
置
準
備

工
学
部
の
設
置

創
立
五
十
周
年
記
念
式
典

大
学
規
則
の
改
正

総
合
大
学

化
の
構
想

学
位
規
程
の
制
定

各
部
局
の
状
況
と
大
学
の
運
営

各
学
部
の
充
実

他
大
学
の
状
況

各

教
職
員
の
増
加

学
部
の
学
則

北
海
道
帝
国
大
学
通
則

学
部
規
程
の
制
定

予
科

専
門
部
な
ど

理
学
部
設
置
の
計
画

理
学
部
の

関
学

評
議
会
の
発
足

教
授
会
の
運
営
と
学
部
長
の
選
挙

事
務
機
構
の
変
化

学
生
・
生
徒
の
状
況
と
学
生
運
動

学
生
数
の
増
加

学
生
生
徒
の
出
身
地

卒
業
生
の
就
職
状

況

学
生
と
社
会
運
動

大
学
の
対
応

文
武
会
の
活
動

文
武
会
事
件

戦
時
期
の
北
海
道
帝
国
大
学
(
一
九
一
ニ

0
1
一
九
四
五
)

209 210 225 243 259 
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第
一
節

第
二
節

不
況
期
の
北
海
道
帝
国
大
学

260 

「
総
長
候
補
者
選
挙
内
規
」
+
の
制
定

佐
藤
総
長
の
退
任

南
総
長
の
就
任

大
学
の
将
来
計
画

恐
慌
と
緊
縮
政
策

予
科
・
専
門
部
廃
止
問
題

水
産
専
門
部
の
独
立

土
木
専

門
部
と
実
科
の
昇
格
運
動

理
学
部
の
完
成

農
学
部
の
改

築

農
場
・
演
習
林
の
整
理
問
題

高
岡
総
長
の
就
任

日
本
学
術
振
興
会
の
出
発

満
州
国
お
よ
び
樺
太
と
の
関
係

研
究
施
設
の
増
加

恵
迫
寮
の
移
転

左
翼
運
動
の
弾
圧

天
皇
の
行
幸

戦
争
下
の
北
海
道
帝
国
大
学

280 

今
総
長
の
就
任

勤
労
作
業
・
軍
事
教

大
学
自
治
の
圧
迫

興
亜
学
生
勤
労
報
国
隊

ア
ジ
ア
各
地
か
ら
の
留
学
生

紀
元
二
六

O
O年
と
報
国
会

研
究
成
呆
戦
時
科
学
振
興

練と
技
術
者
養
成

臨
時
附
属
医
学
専
門
部
と
臨
時
教
員
養
成
所

学
科
・
施
設
・
講
座
の
増
設

低
温
科
学
研
究
所

超
短
波

研
究
所

大
学
財
政
の
拡
張

在
学
年
限

触
媒
研
究
所

の
短
縮

学
徒
出
陣

勤
労
動
員
の
強

教
職
員
の
召
集

化

大
学
院
特
別
研
究
生

北
方

農
林
専
門
部
の
設
置

結
核
研
究
所

敗
戦



第
七
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

9 

敗
戦
と
大
学

国
立
総
合
大
学
の
発
足
(
一
九
四
五
1
一
九
四
九
)

授
業
再
開

297 

占
領
軍
の
校
舎
接
収

伊
藤
総
長

298 

軍
国
主

義
的
教
育
研
究
の
排
除

官
制
の
改
正

学
友
会
の
結
成

炭
鉱
出
動

男
女
共
学
と
入
学
試
験
制
度
の
変
化

北
海
道
大
学

ク
ラ

I
ク
像
の
再
建

法
文
学
部
の
設
置
と
既
設
部
局
の
変
化

法
文
学
部
の
開
設

創
設
の
苦
難

理
系
学
部

法
文
学
部
設
置
の
経
緯

教
職
員
数

生
生
徒

教
官
層
の
変
化
各
専
門
部
・
厚
生
女
学
部

留
学
生

戦
後
の
大
学
院
特
別
研
究
生

教
職
員
の
住
宅
事
情

農
場
の
解
放

民
主
化
の
動
き
と
管
理
運
営

学
生
自
治
会

職
員
組
合

助
手
会

協
同
組
合

委
員
会

「
学
生
の
政
治
的
活
動
に
つ
い
て
」
北
海
道
大
学
全
学
協
議
会

部
局
長
選
挙

務
局

ら
一
般
会
計
へ

教
授
会

輔
導
委
員
会

戦
後
の
特
別
会
計

学
生
の

307 

品
T

副
手

325 

学
部
運
営事

特
別
会
計
か
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第
八
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

新
制
北
海
道
大
学
へ
の
改
組
(
一
九
四
九
1
一
九
五
六
)

34Q 339 

改
組
と
そ
の
進
展

教
育
制
度
の
改
革

『
大
学
制
度
改
革
案
』

実
行
委
員
会

か
ら
対
策
委
員
会
へ

設
置
認
可
申
請
書

新
制
北
大
の
設

置

教
養
学
科

「
新
制
大
学
の
あ
り
方
」

一
般
教
養
科

一
般
教
養
部

通
則

包
括
学
校
の
廃
止

看
護
学
校
・

助
産
婦
学
校

教
育
学
部

水
産
学
部

文
系
学
部

結
核
研
究
所

獣
医
学
部

新
制
第
一
回
卒

理
系
学
部

業
式

旧
制
大
学
院

大
学
院
設
置
準
備
委
員
会

大
学

院
の
設
置

学
位
|
|
旧
制
・
新
制

講
座
の
法
制
化

学
科
目

ス
ラ
ブ
研
究
室

教育・研究の体制と環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・拘

入
学
試
験

学
部
移
行
・
進
学

専
門
課
程

教
養
課
程

戦
後
の
研
究
活
動

教
官

「
講
座
別
」
・
「
学
科
別
」

事
務
官
・
技
官
等

学
生
数

大
学
院
学
生
数

留
学
生

学
寮

学
生
生
活
調
査
報
告

学
寮
規
則
の
制
定

建
物

運
営
体
制
の
模
索

387 

大
学
法
案

北
海
道
大
学
協
議
会

学
長
選
考
基
準

高

瀬
文
相
事
件

イ

l
ル
ズ
事
件

学
生
生
徒
団
体
に
関
す
る



第
九
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

11 

内
規

事
務
局
・
学
生
部

学
生
部
委
員
会

学
長
辞
職

そ
の
後
の
学
生
運
動
な
ど

大
学
院
委
員
会

評
議
会

学
長
改
選

新
制
大
学
の
財
政

拡
張
期
の
北
海
道
大
学
(
一
九
五
六
j

一
九
六
九
)

405 

北
海
道
大
学
の
拡
張

406 

八
十
周
年
記
念
式
典

大
学
設
置
基
準

教
養
部
と
類
・
課

程

科
学
技
術
教
育
の
振
興

理
工
系
増
員
計
画
と
学
生
急

増
対
策

学
部
・
学
科
の
増
設

研
究

大
学
院
の
増
設

所
の
拡
充

薬
学
部
の
発
足

九
十
周

歯
学
部
の
設
置

年
記
念
式
典

古
市
学
長

堀
内
学
長

各
部
局
の
状
況
と
建
物
の
改
築

420 

理
・
工
学
部

医
学
部
と
学
内
共
同
利
用
施
設

農
水
産
系

学
部

文
系
学
部

附
属
学
校

工
業
教
員
養
成
所

農
場
・
演
習
林

ク
ラ

l
ク
会
館

図
書
館
の
新
築
と
充
実

教
養
部
の
新
築

文
系
部
局
校
舎

理
系
部
局
の
改
築

教
職
員
・
学
生
と
管
理
運
営

436 

学
生
数
・
院
生
数

教
官
数

教
官
層

職
員
の
増
加

学
生
生
活
調
査

国
際
交
流

学
生

『
大
学
院
白
書
』
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第
十
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

運
動
な
ど

教
養
部
の
官

学
寮
規
則

各
部
局
の
運
営

制
化
問
題

部
局
長
選
考
規
程

事
務

教
養
部
審
議
会

機
構

最
近
の
北
海
道
大
学
(
一
九
六
九
1
一
九
七
六
〉

4ラ5

大
学
紛
争
と
そ
の
後
の
北
大

456 

大
学
紛
争

学
寮
問
題

学
長
選
考
基
準
の

学
部
改
革

改
正

丹
羽
学
長
の
就
任

構
内
環
境
の
整
備

独
立
研
究
科
の
設
置
と
大
学
改
革
の
検
討

464 

環
境
科
学
研
究
科
の
構
想

設
立
の
経
過

独
立
専
攻
の
設

置

改
革
調
査
専
門
委
員
会

改
革
検
討
委
員
会

『
改

革
検
討
報
告
(
教
養
課
程
に
関
す
る
こ
と
と

二
つ
の
特
別
委

員
会
委
員
の
成
立

改
革
検
討
委
員
会
の
解
散

今
村
学
長

の
就
任

『
教
養
課
程
の
改
革
に
つ
い
て
』

そ
の
後
の
教

養
改
革

部
局
の
状
況
と
創
基
百
周
年

475 

各
部
局
の
変
化

法
学
部
の
改
革

大
学
院

学
生
数

留
学
生

各

種

セ

ン

タ

ー

事

務

局

百

周

年

記

念

事

業

創
基
百
周
年
記
念
式
典
記
念
行
事
と
記
念
事
業

百
年
の
回
顧

の
計
画



北
大
百
年
の
諸
問
題

札
幌
農
学
校
と
米
欧
文
化

札
幌
農
学
校
と
英
学

農
芸
伝
習
科
と
農
芸
科

農
聾
園

札
幌
農
学
校
と
キ
リ
ス
ト
教

開
識
社
の
研
究

植
民
学
の
成
立

校
友
会
誌
か
ら
み
た
札
幌
農
学
校
の
校
風
論

札
幌
農
学
校
と
明
治
社
会
主
義

札
幌
農
学
校
の
建
築

予
科
教
育
の
特
色

'3 

北
海
道
農
業
と
北
大

田
中

彰

j
i
-
-拘

佐
伯

有
清

j
i
-
-
・:州

大
崎

恵
治

5'9 

高
嶋

正
彦

ji--:JM

大
山

綱
夫

:
j
i
-
-
m

亀
井

秀
雄
:
:
・
:
:
:
拘

田
中

慎

580 

秋
月

俊
幸
:
・
:
:
:
:
向

松
沢

弘
陽

j
i
-
-・
:
知

越
野

武

:
j
i
-
-匂

水
野

67王

石
塚

喜
明

:
j
i
-
-・的



'4 

北
海
道
農
政
と
北
大

北
海
道
の
小
作
問
題
と
北
大

附
属
農
場

大
庭

北
大
に
お
け
る
満
蒙
研
究

大
正
期
の
北
海
道
帝
国
大
学
と
キ
リ
ス
ト
教

--ji--:・j
i
-
-
j
i
-
-
松
沢

崎
浦

誠
治

:
j
i
-
-切

湯
沢

誠

7'4 

幸
生

:
:
:
:
i
m

長
岡

新
士
口

:
j
i
-
-
M

弘
陽
・
:ji--向

北
海
道
の
稲
作
と
北
大

高
橋
高
右
衛
門

北
海
道
林
業
と
北
大

演
習
林

北
海
道
の
水
産
業
と
北
大

北
海
道
の
鉱
業
と
北
大

北
海
道
の
土
木
事
業
と
工
学

北
大
農
学
部
の
動
物
学
と
北
海
道

北
大
農
学
部
の
植
物
学
と
北
海
道

-
:
木
下 関

隆
棋

:
j
i
-
-拘

鹿

勝
利

:
j
i
-
-
h

田
村

正

8，6 

重
教
・
:
:
:
:
:
旬

尾
崎

晃

朝
比
奈
英
三

:
j
i
-
-拘

--. 
T 
井

格
生
:
:
:
・
:
:
柏



北
大
に
お
け
る
地
質
学
と
北
海
道

:
・
湊

正
雄

j
i
-
-
:旬

北
大
に
お
け
る
雪
氷
学

黒
岩

大
助

:
j
i
-
-
J
W

北
海
道
の
医
療
と
北
大
医
学
部

有
末

四
郎

:
j
i
-
-
伊

北
海
道
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
北
大

山
下

次
郎
・

j
i
-
-
-
M

北
大
医
学
部
解
剖
学
教
室
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
形
質
人
類
学
的

研
究

伊
藤

昌
一
:
:
:
:
:
・
州

北
方
文
化
研
究
室
顛
末

高
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